
第６章　ハードウエア仕様

６．１　概　要

Ｍ Ｐ Ｃ－ ８ １ ６ 、Ｍ Ｉ Ｆ － ８ １ ６ 、Ｍ Ｉ Ｏ－ ８ １ ６ はそれぞれ ８ 点の出力 と １ ６ 点の入力ポー ト を持ち コネ

ク タは同じ仕様の ５ ０ Ｐ ｉ ｎ コネ ク タが使用されています。 この ３ 枚のボー ド の機能はそれぞれ大き く 異

なっていますが、 Ｉ ／Ｏ イ ン ターフ ェース と し ては全 く 同等のため この節で合わせて解説し ます。Ｍ Ｐ Ｃ－

８ １ ６ は Ｃ Ｐ Ｕ ボー ド兼電源ボー ド で電源の供給能力は外部に対し て約 ７ ０ ０ ｍ Ａ です。 Ｍ Ｐ Ｃ － ８ １ ６

のバス信号はＭ Ｉ Ｆ － ８ １ ６ に引き渡され、ラ ッ ク のバスボー ド にイ ン ターフ ェース されています。拡張 Ｉ

／Ｏ ボー ド であ るＭ Ｉ Ｏ－ ８ １ ６ はバスからの信号に従って制御されています。 各ボー ド には Ｉ ／Ｏ コネ

ク タの他に ４ Ｐ ｉ ｎ の電源コネ ク タが付属し ていますが内部の論理制御用電源 と し て意味があ るのは

Ｍ Ｐ Ｃ－ ８ １ ６ のＤ Ｃ ２ ４ Ｖのみです。Ｍ Ｉ Ｆ 及びＭ Ｉ Ｏへの給電は、 Ｉ ／Ｏ制御用のみでＭ Ｐ Ｃ－ ８ １ ６

のＤ Ｃ ２ ４ Ｖ と は絶縁されてお り 、 別の電源を与え る こ と も でき ます。

６．２　ＭＰＣ－８１６ＫＦ

１）旧タイプとの互換性

Ｍ Ｐ Ｃ－ ８ １ ６ Ｋ （Ｄ Ｉ Ｐ 部品タ イプ） と Ｍ Ｐ Ｃ－ ８ １ ６ Ｋ Ｆ （表面実装部品タ イプ） は完全互換です。 ま

た、Ｍ Ｐ Ｃ－ ８ １ ６ Ｘ （Ｃ Ｐ ＵがＨ Ｄ ６ ４ １ ８ ０ ） と差し替えて使用する こ と ができ ますが次の相違点に注

意し て下さい。

実行速度

Ｍ Ｐ Ｃ－ ８ １ ６ Ｋ Ｆ のＣ Ｐ Ｕ 「Ｋ Ｌ ５ Ｃ ８ ０ Ａ １ ６ 」 は Ｚ ８ ０ 互換であ り ながら効率のよいエンジンを備え

てお り 、 １ イ ン ス ト ラ ク シ ョ ン １ ク ロ ッ ク で実行されます。そのためＭ Ｐ Ｃ－ ８ １ ６ Ｘ に対し ては約 ３ 倍の

実行速度と な り ます。

システム タ イマーは整合し てお り 、 Ｔ Ｉ ＭＥ コマン ド などの時間は変わ り あ り ませんが、イ ン タプ リ タで実

現し ている Ｌ Ｏ Ｏ Ｐ タ イマー （カ ウ ン ター） は短 く な る こ と があ り ます。

Ｉ／Ｏアドレス（マシン語）

入出力回路 （制御 Ｉ Ｏ， 電源、 Ｒ Ｓ － ２ ３ ２ Ｃ） のコマン ド （Ｏ Ｎ， Ｏ Ｆ Ｆ ， Ｓ Ｗ， Ｉ Ｎ， Ｏ Ｕ Ｔ等） か ら

の制御は ８ １ ６ Ｘ と 完全に互換です。しかし、マシン語レベルでは入出力回路のア ド レ スが変更されていま

す。 こ のためマシン語モジ ュールを組み込んで使用される場合には次のア ド レ スに従って下さい。

Ｉ Ｎ ０ － ７ ３ Ａ Ｈ

Ｉ Ｎ ８ － １ １ ３ Ｃ Ｈ （下位 ４ ビ ッ ト )

Ｉ Ｎ １ ２ － １ ５ ３ ８ Ｈ （上位 ４ ビ ッ ト ）

Ｏ Ｕ Ｔ ０ － ３ ３ ８ Ｈ （下位 ４ ビ ッ ト ）

Ｏ Ｕ Ｔ ４ － ７ ３ Ｃ Ｈ （上位 ４ ビ ッ ト ）
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２）ＭＰＣ－８１６各部の名称と役割

添付品

① Ｐ Ｓ －Ｄ ４ Ｃ ５ ０ JAE × １

② 電源コネ ク タ(H4P-SHF-AA) JST × １

③ コ ン タ ク ト (BHF-001T-0.8SS) JST × ４

J1:Ｒ Ｓ － ２ ３ ２ Ｃ コネ ク タ プロ グ ラ ミ ング用 と ユーザ用があ り ます。 フ ォ ト カプラーで内部 ５ Ｖ系と 絶

縁されています。

J3:電源コネ ク タ Ｄ Ｃ １ ２ Ｖ～Ｄ Ｃ ２ ４ Ｖ を供給し ます。

J4: Ｉ ／Ｏ コネ ク タ 入力 １ ６ 点、 出力 ８ 点です。

（入力ポー ト ０ ～ １ ５ ／出力ポー ト ０ ～ ７ ）

J5:バス コネ ク タ Ｍ Ｉ Ｆ － ８ １ ６ 等 と接続されます。

SI: リ セ ッ ト ス イ ッ チ Ｍ Ｐ Ｃ を リ セ ッ ト し ます。

LED1,2:LED 青 電源が供給されている と 青いLED点灯

         〃 赤 エラーが発生する と赤いLED点灯チェ ッ ク サムエラーなど

F1: ヒ ューズ Ｄ Ｃ ５ Ｖ電源 ヒ ューズです。 （ １ Ａ） 　 Ｆ Ｋ Ｓ ５ － １ Ａ （浜井）

RA12,13: Ｓ Ｉ Ｐ ソ ケ ッ ト 入力ポー ト を二線式センサに対応させる ための抵抗アレ イ用

SP1:シ ョ ー ト ピン シ ョ ー ト で瞬断検出を禁止し ます。

SP2:シ ョ ー ト ピン ５ Ｖ供給用のシ ョ ー ト ピンで、 Ｓ Ｐ ２ シ ョ ー ト 　 Ｆ １ は取外し ます。

RA15,16: Ｓ Ｉ Ｐ パタ ン ５ Ｖ レベルで使用のためのフ ォ ト カプラのシ ャ ン ト 抵抗実装パタ ンです。

BAT ボタ ン型 リ チウ ム電池を ソ ケ ッ ト 実装し ま し た。電池は市販CR2032(maxell)互

換品です。

３）特　徴

Ｃ Ｐ Ｕ Ｋ Ｌ ５ Ｃ ８ ０ Ａ １ ６ Ｃ Ｆ  （ ７ ． ３ ７ ２ ５ ＭＨ Ｚ ）

メ モ リ Ｓ Ｒ ＡＭ 　 ＨＭ ６ ２ ８ １ ２ ８ Ｌ Ｐ － ７ 　 相当

（バッ テ リ バッ ク ア ッ プ 　 ５ 年以上）

Ｆ Ｒ ＯＭ 　 ２ ９ Ｆ ０ ４ ０ Ａ－ ９ ０ 　 相当

Ｒ Ｓ － ２ ３ ２ Ｃ Ｃ Ｈ ０ 　 プロ グ ラ ム用

９ ６ ０ ０ ｂ ｐ ｓ ７ ｂ ｉ ｔ ＋Ｅ ｖ ｅ ｎ パ リ テ ィ 固定

Ｃ Ｈ １ 　 ユーザ用

Ｃ Ｎ Ｆ Ｇ＃コマン ド によ って設定

出力ポー ト ８ 点 　 　 オープン コ レ ク タ 　 各点 ２ ０ ０ ｍ Ａ

入力ポー ト １ ６ 点 　 フ ォ ト カプ ラ入力 　 各点 ２ ｍ Ａ～ ４ ｍ Ａ

電源 Ｄ Ｃ １ ２ Ｖ～ ２ ４ Ｖ単一 　 消費電流 （ １ ０ ０ ｍ Ａ～ ２ ０ ０ ｍ Ａ）

MPG-916F
CEP-080
ACCEL CORP.

BAT

F1

J4

J1

J3

SI

SP2   SP1

LED1,LED2

RA12,13

RA15

RA16

J5
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４）ブロックダイアグラムとフラッシュＲＯＭシステムの方法について

ブートモジュールについて

Ｍ Ｐ Ｃ － ８ １ ６ Ｋ Ｆ はパワーオン後ブー ト モ

ジ ュールを起動し ます。 ブー ト モジ ュールは書き

換え管理プロ グ ラ ムを Ｓ Ｒ ＡＭのブー ト モジ ュー

ル領域に複写 し て制御を こ ち ら に引き渡 し ます。

こ の後で、 システムエ リ アに正しいシ ステムが登

録されているかテス ト し正し ければ、 こ ち ら に制

御 を 引 き 渡 し ま す。 こ の 時、 シ ス テ ム エ リ ア

(TNYFSC)は400H-6FFFHに配置されます。

システムの書き換え方法

シ ス テ ム エ リ アが正 し く 書 き 込ま れていな けれ

ば、モニ ターがそのま ま常駐し Ｓ Ａ １ のイ レース、

シ ス テ ムのダ ウ ン ロー ド を行 う こ と がで き ます。

システムが正し く 書き込まれていて、 なお且つシ

ス テ ム を変更す る 場合は、 電源投入後ブー ト モ

ジ ュールが ０ ３ コー ド を出力し ますので、 こ の時

０ ３ を ０ ．５ 秒以内にエコーバッ クする と 、システ

ムに制御を引き渡さず、 モニ ターが動作し システ

ムの入れ替えができ る よ う にな り ます。 これら の

一連の手続きはシステム ローダによ って行 う こ と

ができ ます。 これによ り Ｒ ＯＭ交換を必用 と し な

い メ ンテナン ス を行 う こ と ができ ます。

Ｍ Ｐ Ｃ － ８ １ ６ Ｋ Ｆ はきわめて簡単な構成です。

Ｉ Ｏ は Ｃ Ｐ Ｕ 上の Ｉ Ｏ が割 り 当て られています。

Ｋ Ｌ ５ Ｃ ８ ０ Ａ の Ｉ Ｏは ２ ４ 点用意されています

が、う ち ３ ８ Ｈの下位 ４ ビ ッ ト が出力専用、上位 ４

ビ ッ ト が入力専用に割 り 当て ら れてい る ために、

割付が変則的になっています。こ のため、マシン語

モジ ュールでのポー ト の制御には注意が必用 と な

り ます。

Ｓ Ｒ ＡＭは Ｓ Ｐ １ をシ ョ ー ト する と バッ テ リ バッ

ク ア ッ プ されます。

Ｊ ４ の Ｉ ／Ｏ コネ ク タのイ ン ターフ ェース、 取扱

い使用方法は ５ ） で Ｍ Ｉ Ｆ － ８ １ ６ 、 Ｍ Ｉ Ｏ －

８ １ ６ と併せて解説し ます。

Ｍ Ｐ Ｃ － ８ １ ６ Ｋ Ｆ には、 ス イ ッ チング タ イプの

電源が備え られてお り Ｊ ３ か ら供給された

Ｄ Ｃ ２ ４ Ｖ （Ｄ Ｃ １ ２ Ｖ） を ５ Ｖ に変換し ＥＭ Ｉ

フ ィ ルタ を経て内部 Ｃ Ｐ Ｕ 回路に供給し ていま

す。こ のＤ Ｃ ５ Ｖが Ｊ ５ を介し てＭ Ｉ Ｆ 、Ｍ Ｉ Ｏに

供 給 さ れ て い ま す。 電 源 の 能 力 は 最 大 で

７ ０ ０ ｍ Ａ です。 Ｃ Ｐ Ｕ ボード に実装された

ヒ ューズは こ の電源を保護する ための も のです。

Ｄ Ｃ ２ ４ Ｖ は、 Ｊ ４ の Ｉ ／Ｏ入出力の駆動にも使

用されています。 Ｓ Ｒ ＡＭ は リ テ ィ ウ ム電池によ

り 電源オフ時に もデータが保持されています。

関連コマンド

・ 出力ポー ト 制御 Ｏ Ｎ， Ｏ Ｆ Ｆ ， Ｏ Ｕ Ｔ 　 等

・ 入力ポー ト 読み込み Ｓ Ｗ （）， Ｉ Ｎ （） 　 　 等

・ Ｒ Ｓ － ２ ３ ２ Ｃ Ｃ Ｎ Ｆ Ｇ＃， Ｉ Ｎ Ｐ Ｕ Ｔ＃， Ｐ Ｒ Ｉ Ｎ Ｔ＃ 　 等

KL5C80A16
7.3725MHZ

SRAM
20000
|

3FFFF

FLASH
 ROM
00000
|

1FFFF

Z80 準拠 IO-BUSCH0/CH1
RS-232C

RS-232C
ｱｲｿﾚｰﾀ

ﾊﾞｯｸｱｯ
ﾌﾟBAT

内部ブロック図

８１６ＫＦの
ＩＯはＣＰＵ
のＩＯを使用
してます

IN0-7  (3AH)

IN8-11 (3CH),12-15(38H)

OUT0-3(38H)OUT4-7(3CH)

 メモリマップ 

 SA0
            SA1

        

ﾕｰｻﾞｰﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 
  保

存
ｴﾘｱ 

FFFFF 

0 

10000 

1FFFF 

E0000 

E7000 

F0000 

ｼｽﾃﾑｴﾘｱ1 

ﾌﾗｯｼｭROM 
SRAM 

TNYFSCﾕｰｻﾞｰﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ領域 

TNYFSC はｽﾀｯｸ領域 
として使用 

EF000 

SA2 
SA3 

20000

30000

3FFFF
SA4～7について
は使用未定 

点データ 
ﾌﾞｰﾄﾓｼﾞｭｰﾙ退避領域 

F9000

ｼｽﾃﾑｴﾘｱ2 

ﾌﾞｰﾄﾓｼﾞｭｰﾙ 
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５）小型ＬＣＤＩ／Ｆ機能について

Ｍ Ｐ Ｃ － ８ １ ６ Ｋ Ｆ は Ｊ ５ に小型 Ｌ Ｃ Ｄ を直接実装する事が出来ます。 この場合 Ｉ ／Ｏバス タ イ ミ ングを

変更する為に “OUT 8 &HF0” を実行し て下さ い。

６）ＭＰＣ－８１６ピンアサイン表

J1 J3

J4 J5　[バスアサイン]

▲  1
 3
 5
 7

SG
RX0
MAN
SG

 2
 4
 6
 8

TX0
SG
P5
TX1

※プログラム時5と6をショート、
　P5はDC5Vが1KΩを介して出力
　フォトカプラーで内部5V系と
　絶縁されています。

 1
 2
 3
 4

+DC

GND
FG

※+12≦DC≦24 　 ±10％

 9 RX1 10 FG

▲  A B  1 P5  2 P5
 1
 2
 3
 4
 5
 6
 7
 8
 9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

入力 0
　　 1
　　 2
　　 3
　　 4
　　 5
　　 6
　　 7
　　 8
　　 9
　　10
　　11
　　12
　　13
　　14
　　15
+DC
+DC
+DC

 1
 2
 3
 4
 5
 6
 7
 8
 9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
出力 0
　　 1
　　 2

 3
 5
 7
 9
11
13
15
17
19
21
23
25
27
29
31
33
35
37
39

SG
CLD
(ME)
(RD)
JTAG
INX
SG
D1
D3
D5
D7
A0
A2
A4
A6
X-CW
X-CW
E
TXS

 4
 6
 8
10
12
14
16
18
20
22
24
26
28
30
32
34
36
38
40

SG
(MOD)
(IOD)
(WR)
SG
(RST)
D0
D2
D4
D6
SG
A1
A3
A5
A7
X-CCW
X-CCW
SCK
RXS

(MOD)･JTAG ： 保守用Ｎ Ｃ使用
INX ： 拡張入力Ｋ Ｌ ５ Ｃ ： Ｐ ３ ７
X-CW,X-CCW
Y-CW,Y-CCW ： パルス発生Ｔ Ｔ Ｌ 出力
E ： Ｌ Ｃ Ｄ用Ｅ信号

20
21
22
23
24
25

+DC
+DC
+DC
+DC
+DC

20
21
22
23
24
25

　　 3
　　 4
　　 5
　　 6
　　 7
SG☆

※Ｃ Ｌ Ｋ7． 3725ＭＨ Ｚ
※ Ｓ Ｇはコ ンピ ュータ グ ラ ウ ン ド です。 Ｔ Ｔ Ｌ イ ン ターフ ェース以外
　 は使用し ないで下さ い。
※ （） 付信号は、 “ Ｌ ” ア ク テ ィ ブを示す
※SG☆は内部パタ ンシ ョ ー ト の上使用

  ＬＣＤ 
  1  VCC 
  2  GND 
  3  Vo 
  4  RS 
  5  R/W 
  6  E 
  7  D0 
  8  D1 
  9  D2 
 10  D3 
 11  D4 
 12  D5 
 13  D6 
 14  D7 
 

  Ｊ５ 
 VCC  1,2 
  SG  3,4 
 
  A0   25 
  WR   10 
  E    37 
  D0   16 
  D1   17 
  D2   18 
  D3   19 
  D4   20 
  D5   21 
  D6   22 
  D7   23 
 

※１Ｋ～２Ｋコントラスト調整用 

1K～2K 
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６．３　ＭＩＦ－８１６ＫＦ

１）ＭＩＦ－８１６各部の名称と役割

添付品

① Ｐ Ｓ －Ｄ ４ Ｃ ５ ０ JAE × １

② 電源コネ ク タ(H4P-SHF-AA) JST × １

③ コ ン タ ク ト (BHF-001T-0.8SS) JST × ４

④ コネ ク タ(HIF-3BA-16D-2.54R) ﾋﾛｾ × １

⑤ スぺーサ(MSPLS-7) × ４

J1: Ｉ ／Ｏバス コネ ク タ Ｍ Ｉ Ｏ－ ８ １ ６ 等へのバス信号コネ ク タ

J2:バス コネ ク タ Ｍ Ｐ Ｃ－ ８ １ ６ と 接続し ます。

J3:電源コネ ク タ Ｄ Ｃ １ ２ Ｖ～Ｄ Ｃ ２ ４ Ｖ を供給し ます。

Ｍ Ｐ Ｃ－ ８ １ ６ のＤ Ｃ ２ ４ Ｖ と は絶縁されています。

J4: Ｉ ／Ｏ コネ ク タ 入力 １ ６ 点、 出力 ８ 点です。

（入力ポー ト １ ６ ～ ３ １ ／出力ポー ト ８ ～ １ ５ ）

J5: ８ 点出力ポー ト 簡易パルス発生ポー ト にな り ます。 Ｌ Ｃ Ｄ のイ ン ターフ ェース と し て も使用で

き ます。

RA12,13: Ｓ Ｉ Ｐ ソ ケ ッ ト 入力ポー ト を二線式センサに対応させるための抵抗アレ イ用です。

アンプ内蔵型二線式センサを使用する時、 ２ ． ７ ｋ Ω １ ／ ４ Ｗ程度の抵抗を実装

し て下さ い。

RA14,15: Ｓ Ｉ Ｐ ソ ケ ッ ト ５ Ｖ レベルで使用のためのフ ォ ト カプ ラのシ ャ ン ト 抵抗実装ソ ケ ッ ト です。

SP1,SP2:シ ョ ー ト ピン Ｊ ５ を Ｌ Ｃ Ｄ Ｉ ／ Ｆ と し て使用する場合のシ ョ ー ト ピ ンです。Ｓ Ｐ １ オープン、

Ｓ Ｐ ２ （ １ － ２ ） シ ョ ー ト でパルス Ｉ ／ Ｆ (出荷時)。 Ｓ Ｐ １ シ ョ ー ト 、 Ｓ Ｐ ２ （ ２

－ ３ ） シ ョ ー ト で Ｌ Ｃ Ｄ Ｉ ／ Ｆ です。

２）８点出力ポート（パルス発生ポート）

パルス出力端子は、 ８ 点がPG -1によ ってサポー ト されています。

それぞれの役割は、ピ ンアサイ ン表の通 り です。［+5V］ は100Ωで

DC5V （内部） にプルア ッ プ されています。 こ の抵抗は Ｓ Ｉ Ｐ ソ

ケ ッ ト に実装されているので交換する こ と ができ ます。 １ ～ １ ５

までの ［+5V］ は100Ωのカーボン抵抗によ ってプルア ッ プ されて

お り 、直接フ ォ ト カプ ラ入力のモータ ド ラ イバに接続する こ と が

でき ます。 フ ォ ト カプラ以外への出力、 ノ イ ズの多い箇所でのパ

ルス出力の使用には、内部回路検討の上、御使用下さ い。また、パ

ラ レル出力ポー ト と し て使用する場合は Ｏ Ｕ Ｔ コマン ド で制御

し ます。 この出力ポー ト はフ ォ ト カプ ラによ り 外部 と 絶縁されて

いないため ノ イ ズに弱いので使用には充分注意し て下さ い。

*ONOFF
OUT &H55,&H40
TIME 100
OUT &HAA,&H40
TIME 100
GOTO *ONOFF

前記の例では Ｘ ＣＷ、 Ｙ ＣＷ、 Ｕ ＣＷ、 Ｚ ＣＷ が最初に Ｏ Ｎ と な り 、 次の １ 秒で Ｘ Ｃ ＣＷ、 Ｙ Ｃ ＣＷ、

Ｕ Ｃ ＣＷ、 Ｚ Ｃ ＣＷが点灯し ます。

MIF-816KF
CEP-095A
ACCEL CORP.

J2

J5

J4

J3

SP1,2

RA12,13
RA15

RA14

J1

《接続例》

ＭＩＦ－８１６

１００Ω

２ ＸＣＷ

１ （＋５Ｖ）

ドライバ
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２）ＭＩＦ－８１６内部ブロック図

Ｍ Ｉ Ｆ － ８ １ ６ は、Ｍ Ｐ Ｃ－ ８ １ ６

に接続される J2によ り 給電及びI/O

結合されます。 BUS信号はバッ フ ァ

を介し てJ1及びＭ Ｉ Ｆ のI/O回路に

結合されています。 J3に給電される

DC24VはI/O制御に用いられるのみ

で、 内部の 5V と はフ ォ ト カプラに

よ って絶縁されています。 8 点出力

ポー ト は8bit ラ ッ チから直接 Ｔ Ｒ ア

レ イに接続されています。 J5のパル

ス出力は内部の 5V に近いため ノ イ

ズに弱 く ひ き ま わ し には注意が必

要です。

関連コマンド

・ 出力ポー ト 制御 Ｏ Ｎ， Ｏ Ｆ Ｆ ， Ｏ Ｕ Ｔ 　 等

・ 入力ポー ト 読み込み Ｓ Ｗ （）， Ｉ Ｎ （） 　 　 等

・ パルス発生 Ｐ Ｇ， ＭＯ Ｖ Ｅ， ＲＭＯ Ｖ， Ｐ Ｌ Ｓ ＿Ｍ Ｉ Ｆ  等

３）ＭＩＦ－８１６ピンアサイン表

J5 J3

J4 J1　[バスアサイン]

 A  B B'  1 +DC
 1
 2
 3

(+5V)
(+5V)
(+5V)

 1
 2
 3

XCW
XCCW
YCW

DB4
DB5
DB6

※SP1シ ョ ー ト SP2(2-3)シ ョ ー ト の

　 場合

※B'はLCD I/F と し て使用し た場合

　 です。

 2
 3
 4
GND
PG

※+12≦DC≦24 　 ±10％

 4
 5
 6
 7
 8

(+5V)
(+5V)
(+5V)
(+5V)
(+5V)*

 4
 5
 6
 7
 8

YCCW
UCW
UCCW
ZCW
ZCCW

DB7
E
RS

GND*

▲  A B  1 P5  2 P5
 1
 2
 3
 4
 5
 6
 7
 8
 9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

入力16
　　17
　　18
　　19
　　20
　　21
　　22
　　23
　　24
　　25
　　26
　　27
　　28
　　29
　　30
　　31
+DC
+DC
+DC

 1
 2
 3
 4
 5
 6
 7
 8
 9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
出力 8
　　 9
　　10

 3
 5
 7
 9
11
13
15
17
19
21
23
25
27
29
31
33
35
37
39

SG
CLK
ME
(RD)

(INT0)
SG
D1
D3
D5
D7
A0
A2
A4
A6
NC
NC
NC
NC

 4
 6
 8
10
12
14
16
18
20
22
24
26
28
30
32
34
36
38
40

SG

(IOE)
(WR)
SG
(RST)
D0
D2
D4
D6
SG
A1
A3
A5
A7
NC
NC
NC
NC

20
21
22
23
24
25

+DC
+DC
+DC
+DC
+DC

20
21
22
23
24
25

　　11
　　12
　　13
　　14
　　15
SG

※Ｃ Ｌ Ｋ7． 3725ＭＨ Ｚ
※ Ｓ Ｇはコ ンピ ュータ グ ラ ウ ン ド です。 Ｔ Ｔ Ｌ イ ン ターフ ェース
　 以外は使用し ないで下さ い。
※ （） 付信号は、 “ Ｌ ” ア ク テ ィ ブを示す

Ｐ
Ｉ
Ｏ

Ｔ
Ｒ
ア
レ
イ

Ｊ
４

Ｊ
１

Ｊ２

Ｊ３ ＤＣ２４Ｖ

Ｊ
５

バッファ ＨＣ２４０ラッチ

J5:　パルス出力ポート
　　 （８ｂｉｔパラレル出力ポート）

J4:  Ｉ／Ｏ　　入力ポート１６～３１
　　　　　　　 出力ポート８～１５

＊　ピンアサインは諸元表参照フ
ォ
ト
カ
プ
ラ

バッファ
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６．４　ＭＩＦ－８１６ＡＤ

１）ＭＩＦ－８１６ＡＤ各部の名称と役割

添付品

① 電源コネ ク タ(H4P-SHF-AA) JST × １

② コ ン タ ク ト (BHF-001T-0.8SS) JST × ４

③ スぺーサ(MSPLS-7) × ４

J1: Ｉ ／Ｏバス コネ ク タ Ｍ Ｉ Ｏ－ ８ １ ６ 等へのバス信号コネ ク タ

J2:バス コネ ク タ Ｍ Ｐ Ｃ－ ８ １ ６ と 接続し ます。

J3:電源コネ ク タ Ｄ Ｃ １ ２ Ｖ～Ｄ Ｃ ２ ４ Ｖ を供給し ます。

Ｍ Ｐ Ｃ－ ８ １ ６ のＤ Ｃ ２ ４ Ｖ と は絶縁されています。

J4: Ｉ ／Ｏ コネ ク タ 入力 １ ２ 点、 出力 ８ 点です。 （入力ポー ト １ ６ ～ ２ ７ ／出力ポー ト ８ ～ １ ５ ）

J5: ８ 点出力ポー ト 簡易パルス発生ポー ト にな り ます。Ｌ Ｃ Ｄのイ ン ターフ ェース と し て も使用でき

ます。

RA12,13: Ｓ Ｉ Ｐ ソ ケ ッ ト 入力ポー ト を二線式センサに対応させるための抵抗アレ イ用です。

アンプ内蔵型二線式センサを使用する時、 ２ ． ７ ｋ Ω １ ／ ４ Ｗ程度の抵抗を実

装し て下さい。

SP1,SP2:シ ョ ー ト ピン Ａ／Ｄ、 Ｄ／Ａ電源の切 り 換えです。 出荷時内部電源モー ド と し てシ ョ ー ト し て

あ り ます。

SP3,SP4:シ ョ ー ト ピン Ｊ ５ を Ｌ Ｃ Ｄ Ｉ ／ Ｆ と し て使用する場合のシ ョ ー ト ピ ンです。 Ｓ Ｐ ３ オープン、

Ｓ Ｐ ４ （ １ － ２ ） シ ョ ー ト でパルス Ｉ ／ Ｆ （出荷時）。 Ｓ Ｐ ３ シ ョ ー ト 、 Ｓ Ｐ ４

（ ２ － ３ ） シ ョ ー ト で Ｌ Ｃ Ｄ Ｉ ／ Ｆ です。

２）概　説

Ｍ Ｉ Ｆ － ８ １ ６ Ａ ＤはＡ／Ｄ入力 と Ｄ／Ａ出力を持つ拡張イ ン ターフ ェースボー ド です。Ａ／Ｄ，Ｄ／Ａが

必要な場合に従来のＭ Ｉ Ｆ に置き換えて使用する事が出来ます。 （※汎用入力が ４ 点少ない事に注意し て下

さ い。）

特　徴

Ａ／Ｄ ４ Ｃ Ｈ （その内 １ Ｃ ＨはＤ／Ａ 　 出力モニ ター用） 

出荷時搭載Ａ Ｄ Ｃ ： Ａ Ｄ ７ ８ ９ ０ Ａ Ｎ－ ４ ( ０ ～ ４ ． ０ ９ ５ Ｖ) 　 　 × １

（最大定格± １ ７ Ｖ(アナロ グ電圧入力～AGND間)）

Ｄ／Ａ １ Ｃ Ｈ （ボー ド内でＡ／Ｄの ３ Ｃ Ｈに接続されています）

出荷時搭載Ｄ Ａ Ｃ ： Ｄ Ａ Ｃ ８ ５ １ ２ 　 　 × １

分解能 Ａ／Ｄ， Ｄ／Ａ と も １ ２ ｂ ｉ ｔ （ ０ ～ ４ ． ０ ９ ５ Ｖ） 

サンプ リ ング レー ト ２ ｍ秒 （ ｔ ｙ ｐ ）

汎用入出力 入力 １ ２ 点、 出力 ８ 点 （Ａ／Ｄ， Ｄ／Ａポー ト は汎用入出力と し ては使えません）

その他の機能 パルス出力 ４ 軸 （Ｘ Ｙ Ｕ Ｚ ） 又は Ｌ Ｃ Ｄ イ ン ターフ ェース （排他使用）

消費電力 ２ ０ ０ ｍ Ａ

３）使用できるＭＰＣ環境

システム Ｒ Ｅ Ｖ 　 ３ ． ５ ２ 以降

ボー ド Ｍ Ｐ Ｃ－ ８ １ ６ ＫのＣ Ｅ Ｐ － ０ ５ ５ Ｃ以降、 Ｍ Ｐ Ｃ－ ８ １ ６ Ｋ Ｆ 全部

SP1
SP2

J2   SP3 SP4

J4

J5

J3

RA12,13

J4
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４）ＭＰＣのコマンドサポート

５）ＭＩＦ－８１６ＡＤピンアサイン表

J5 J3

J4 J1　[バスアサイン]

自己電源モード

Ｍ Ｉ Ｆ － ８ １ ６ Ａ Ｄの Ｓ Ｐ １ 、 Ｓ Ｐ ２ をシ ョ ー ト し ます。 これによ り Ａ／Ｄ， Ｄ／Ａ機能は内部電源によ り

有効 と な り ますが、 制御系 と アース を分離する事が出来ません。

外部電源モード

Ｓ Ｐ １ 、 Ｓ Ｐ ２ をオープンの上、 Ｊ ４ －＋Ａ ５ Ｖ （Ａ ２ ５ ） に＋ ５ Ｖ、 Ｊ ４ －Ａ Ｇ Ｎ Ｄ （Ｂ １ ３ ～ １ ６ ） の

何れかにＧ Ｎ Ｄ側を接続し ます。 こ の場合、 計測 と制御が別電源 と な る為精度を確保し易 く な り ます。

４ Ｃ Ｈ Ａ Ｄモード

工場出荷時には、 ３ Ｃ Ｈ Ａ／Ｄ入力、1Ｃ Ｈ Ｄ／Ａ出力になっています。 ４ Ｃ Ｈ Ａ／Ｄモード にするには、

Ｄ Ａ Ｃ ８ ５ １ ２ を取外し て下さい。

ＡＤ 種別：関数 ＤＡ 種別：コマンド
書式 AD(n)   0≦n≦3  nは入力in番号
解説 A/Dコンバータより計測データを取り出します

。0～2がJ4の28,29,30に対応します。返される
数値は、0～4095で1mV単位です。

       例)
100 V=AD(0)
110 PRINT V

書式 DA n   0≦n≦4095
解説 D/Aコンバータからの出力を変更します。J4-31

に出力されます。出力も1mV単位で、4.095Vまで
出力出来ます。出力電圧は、AD(3)でモニタする
事が出来ます。

       例)
DA 1000      ･･･１Ｖ出力します

 A  B B'  1 +DC
 1
 2
 3

(+5V)
(+5V)
(+5V)

 1
 2
 3

XCW
XCCW
YCW

DB4
DB5
DB6

※SP1シ ョ ー ト SP2(2-3)シ ョ ー ト の

　 場合

※B'はLCD I/F と し て使用し た場合

　 です。

 2
 3
 4
GND
PG

※+12≦DC≦24 　 ±10％

 4
 5
 6
 7
 8

(+5V)
(+5V)
(+5V)
(+5V)
(+5V)*

 4
 5
 6
 7
 8

YCCW
UCW
UCCW
ZCW
ZCCW

DB7
E
RS

GND*

▲  A B  1 P5  2 P5
 1
 2
 3
 4
 5
 6
 7
 8
 9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

入力   16
　　   17
　   　18
　   　19
　   　20
　   　21
　   　22
　　   23
　　   24
　　   25
　　   26
　　   27
A/D入力 0
　　    1
　    　2
D/A出力 3
+DC
+DC
+DC

 1
 2
 3
 4
 5
 6
 7
 8
 9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
AGND
AGND
AGND
AGND
出力 8
　　 9
　　10

 3
 5
 7
 9
11
13
15
17
19
21
23
25
27
29
31
33
35
37
39

SG
CLK
ME
(RD)

(INT0)
SG
D1
D3
D5
D7
A0
A2
A4
A6
NC
NC
NC
TXS

 4
 6
 8
10
12
14
16
18
20
22
24
26
28
30
32
34
36
38
40

SG

(IOE)
(WR)
SG
(RST)
D0
D2
D4
D6
SG
A1
A3
A5
A7
NC
NC
SKC
RXS

20
21
22
23
24
25

+DC
+DC
+DC
+DC
+DC
+A5V

20
21
22
23
24
25

　　11
　　12
　　13
　　14
　　15
SG

※SGはコ ンピ ュータ グ ラ ウ ン ド です。 TTLイ ン ターフ ェース
　 以外は使用し ないで下さ い。
※()付信号は、 "L"ア ク テ ィ ブを示す
※SCK,TXS,RXSはA/D用シ リ アル信号ラ イ ンです。
　 MPC-816K(CEP-055C)よ り 実装されています。
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６）別売オプション

Ａ Ｄ ７ ８ ９ ０ Ａ Ｎ－ １ ０ 　 （± １ ０ Ｖ 　 Ａ／Ｄ コ ンバータ）

出荷時搭載の Ａ Ｄ ７ ８ ９ ０ Ａ Ｎ － ４ と交換し て使用し ます。 Ａ Ｄ ７ ８ ９ ０ － １ ０ を使用する場合は次のサ

ブルーチン を付加し て負の電圧に対応し て下さ い。 分解能 （数値 １ に対応する電圧） は ０ ． ０ ０ ４ ８ ８ ３

（ １ ０ Ｖ／ ２ ０ ４ ８ ） です。

 *AD7890-10
  IF A0<2047 THEN *RET
   A0=A0-4096
*RET
 RETURN

６．５　ＭＩＯ－８１６Ｋ

１）ＭＩＯ－８１６各部の名称と役割

添付品

① Ｐ Ｓ －Ｄ ４ Ｃ ５ ０ JAE × １

② 電源コネ ク タ(H4P-SHF-AA) JST × １

③ コ ン タ ク ト (BHF-001T-0.8SS) JST × ４

J1: Ｉ ／Ｏバス コネ ク タ バスボード によ り Ｍ Ｉ Ｆ と 結合し ます。

J3:電源コネ ク タ Ｄ Ｃ １ ２ Ｖ～Ｄ Ｃ ２ ４ Ｖ を供給し ます。

J4: Ｉ ／Ｏ コネ ク タ 入力 １ ６ 点、 出力 ８ 点

RA12,13: Ｓ Ｉ Ｐ ソ ケ ッ ト 入力ポー ト を二線式センサに対応させる ための抵抗アレ イ用です。

アンプ内蔵型二線式センサを使用する時、２ ．７ ｋ Ω １ ／ ４ Ｗ程度の抵抗を実

装し て下さい。

ＤＩＰスイッチ設定表

入力番号 出力番号 DIP-SW

 MIO-816#1
 MIO-816#2
 MIO-816#3
 MIO-816#4
 MIO-816#5
*MIO-816#6
*MIO-816#7
*MIO-816#8
*MIO-816#9
*MIO-816#10
*MIO-816#11

 32～47
 48～63
 64～79
 80～95
 96～111
112～127
128～143
144～159
160～175
176～191
192～207

16～23
24～31
32～39
40～47
48～55
56～63
64～71
72～79
80～87
88～95
96～105

01010000
01001000
01000100
01000010
01000001
10100000
10010000
10001000
10000100
10000010
10000001

CEP-057 MIO-816K
   ACCEL CORP

J1
J4

J3

DSW

RA12,13

ON
1 2 3 4 5 6 7 8

ON

1 2 3 4 5 6 7 8

ON
1 2 3 4 5 6 7 8

ON

1 2 3 4 5 6 7 8

ON
1 2 3 4 5 6 7 8

ON

1 2 3 4 5 6 7 8

ON
1 2 3 4 5 6 7 8

ON

1 2 3 4 5 6 7 8
ON

1 2 3 4 5 6 7 8

ON
1 2 3 4 5 6 7 8

ON

1 2 3 4 5 6 7 8

表のDIP-SW　0がOFF 1がON
※MIOを#6～#11で使用する場合はコマン ド

　 "MIO"によ ってモー ド切 り 換えを し ます。

　 コマン ド リ フ ァ レ ン ス 　 MIO参照
6-9



２）ＭＩＯ－８１６内部ブロック図

Ｍ Ｉ Ｏ－ ８ １ ６ は Ｊ １ によ り 、Ｍ Ｉ Ｆ と バス結合されＤ Ｃ ５ Ｖ も Ｊ １ から給電されています。 Ｊ ３ に給電さ

れる Ｄ Ｃ ２ ４ Ｖは Ｉ ／Ｏ制御に用いられるのみです。

関連コマンド

・ 出力ポー ト 制御 Ｏ Ｎ， Ｏ Ｆ Ｆ ， Ｏ Ｕ Ｔ 　 等

・ 入力ポー ト 読み込み Ｓ Ｗ （）， Ｉ Ｎ （） 　 　 等

・ ＃ ６ ～＃ １ １ の使用 Ｍ Ｉ Ｏ

３）ＭＩＯ－８１６ピンアサイン表

   J3

J4 J1　[バスアサイン]

 1
 2
 3
 4

+DC

GND
FG

※+12≦DC≦24 　 ±10％

▲  A B  1 P5  2 P5
 1
 2
 3
 4
 5
 6
 7
 8
 9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

入力32
　　33
　　34
　　35
　　36
　　37
　　38
　　39
　　40
　　41
　　42
　　43
　　44
　　45
　　46
　　47
+DC
+DC
+DC

 1
 2
 3
 4
 5
 6
 7
 8
 9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND
出力16
　　17
　　18

※表はDIP～SWの判定が#1の
  場合です。その他の場合は
　以下のようにオフセット値
　を加えて下さい。
  入力ポート＝32+(n-1)*6
  出力ポート＝16+(n-1)*8
  nはボード番号です。

 3
 5
 7
 9
11
13
15
17
19
21
23
25
27
29
31
33
35
37
39

SG
CLK
ME
(RD)

INT0
SG
D1
D3
D5
D7
A0
A2
A4
A6
NC
NC
NC
NC

 4
 6
 8
10
12
14
16
18
20
22
24
26
28
30
32
34
36
38
40

SG

(IOE)
(WR)
SG
(RST)
D0
D2
D4
D6
SG
A1
A3
A5
A7
NC
NC
NC
NC

20
21
22
23
24
25

+DC
+DC
+DC
+DC
+DC

20
21
22
23
24
25

　　19
　　20
　　21
　　22
　　23
SG

※SGはコ ンピ ュータ グ ラ ウ ン ド です。
　 TTLイ ン ターフ ェース以外は使用し
　 ないで下さい。
※()付信号は、 "L"ア ク テ ィ ブを示す

Ｐ
Ｉ
Ｏ

フ
ォ
ト
カ
プ
ラ Ｔ

Ｒ
ア
レ
イ

Ｊ
４

Ｊ
１

Ｊ３ ＤＣ２４Ｖ

J4:　Ｉ／Ｏ　入力ポート３２～４７（＃１の場合）
　　　　　　 出力ポート１６～２３（＃１の場合）

＊　ピンアサインは諸元表参照
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６．６　ＭＰＣ－８１６／ＭＩＦ－８１６／ＭＩＯ－８１６の入出力について

１）入力回路について

入力回路は前記の様に電源よ り 給電されてお り 、 シ ョ ー ト するだけで Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ を検出する よ う になっ

ています。入力ポー ト には＋Ｄ Ｃ電圧が印可される こ と に注意し て下さ い。センサーや リ レーの接続は次の

様にな り ます。

２ 線式のアンプ内臓回路では次の様な工夫が必要 と な り ます。

TLP521

GND

GND

+DC

入力ポート

J3

J4

MPC-816
MIF-816
MIO-816

入出力コネクタ

電源コネクタ

6.8K

GND

GND

+DC

入力ポート

J3

J4

電源

三線式トランジスタ
出力センサの場合

TLP521

6.8K

MPC-816
MIF-816
MIO-816

GND

GND

+DC

入力ポート

J3

J4

電源

リレーやスィツチは
そのまま接続します

TLP521

6.8K

MPC-816
MIF-816
MIO-816

GND

GND

+DC

入力ポート

J3

J4

MPC-816
MIF-816
MIO-816

電源

二線式センサでは
プルアップ抵抗必要

TLP521

6.8K
ﾌﾟﾙｱｯﾌﾟR
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２）出力回路について

Ｍ Ｐ Ｃ，Ｍ Ｉ Ｆ ，Ｍ Ｉ Ｏの出力回路は、オープ

ン コ レ ク タ の ト ラ ン ジ ス タ を使用 し て い ま

す。 こ のため、一点あた り 200mAの制御が可能

ですが全ポー ト Ｏ Ｎ と する と 、 1.6Aのシン ク

電流が Ｊ ３ の Ｇ Ｎ Ｄ に向かって流れるので注

意し て下さ い。

出力回路は、前記の様にオープン コ レ ク タ出力 と なっています。 リ レーやソ レ ノ イ ド の駆動は次の様にな り

ます。

出力 ト ラ ンジス タ駆動能力は １ 点あた り 200mAです。 外部の電源で駆動する場合は、 次の様にな り ます。

＊但し、MIO-816の出力 ト ラ ンジス タ(TD62064)にはコ レ ク タ と +DC間に寄生ダ イオード があ り 、外部電源の

電圧をＭ Ｐ Ｃの電源電圧よ り 高 く する こ と はでき ません。

３）電源について

Ｍ Ｐ Ｃ の各ボード には4Pinの電源コネ ク タが付属し ています。 Ｍ Ｐ Ｃ － ８ １ ６

の電源は内部で5Vに変換されて各ボード の制御用 と な り ますが、他の電源はI/O

制御のみです。FGは各ボード のスペーサ用ラ ン ド PCB絶縁パタ ン また、Ｍ Ｐ Ｃ－

８ １ ６ のRS-232Cコネ ク タのFGに接続されます。 こ のため、 Ｍ Ｐ Ｃ － ８ １ ６ の

J3-FGは必ず電源BOXや装置のFGにアース し て下さい。

４）ＭＩＦ－８１６及びＭＩＯ－８１６のＩ／Ｏポート番号について

Ｍ Ｉ Ｆ － ８ １ ６ は Ｘ 版か ら シ ョ ー ト ピ ンが廃されア ド レ ス変更が出来な く なっています。 入力ポー ト は

１ ６ ～ ３ １ 、出力ポー ト は ８ ～ １ ５ までで固定使用です。他は旧Ｍ Ｉ Ｆ － ８ １ ６ Ｚ と 完全互換 と なっていま

す。Ｍ Ｉ Ｏ－ ８ １ ６ は、Ｘ版から シ ョ ー ト ピンによ る ア ド レ ス変更がＤ Ｉ Ｐ － Ｓ Ｗに変更され設定でき る ア

ド レ スが追加されま し た。 従来 （Ｍ Ｉ Ｏ－ ８ １ ６ Ｅ） では、 ５ 枚迄の使用しか出来ませんでし たが、 現行の

Ｍ Ｉ Ｏ－ ８ １ ６ では １ １ 枚まで構成する事が出来ます。

 

GND 

+DC 

+DC 

出力ポート 

J3 

J4 

MPC-816 
MIF-816 
MIO-816 

入出力コネクタ 

電源コネクタ 

出力ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ 

[基本回路] 

 

GND 

+DC 

+DC 

出力ポート 

J3 

J4 

MPC-816 
MIF-816 
MIO-816 

電源 

電磁弁はダイオード 
付きを使用します 

赤 

黒 
出力ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ 

 

GND 

+DC 

+DC 

出力ポート 

J3 

J4 

MPC-816 
MIF-816 
MIO-816 

電源 

赤 

黒 

別電源 出力ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ 

DC12V～24V
1  +DC
2  N C
3  GND
4  F G
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ＤＩＰスイッチ設定表

６．７　ＭＩＯ－２４８Ｋ

１）ＭＩＯ－２４８各部の名称と役割

添付品

① Ｐ Ｓ －Ｄ ４ Ｃ ２ ６ JAE × １

② 電源コネ ク タ(H4P-SHF-AA) × １

③ コ ン タ ク ト (BHF-001T-0.8SS) × ４

J1:バス コネ ク タ Ｍ Ｉ Ｆ － ８ １ ６ のバス コネ ク タ と バス結合されます。

J2:出力コネ ク タ 出力専用のコネ ク タです。

J3:電源コネ ク タ Ｉ ／Ｏ制御用コネ ク タです。

内部の電源と は絶縁されています。

J4:入力コネ ク タ 入力専用のコネ ク タです。

DIP1: DIPｽｲｯﾁ Ｍ Ｉ Ｏ－ ２ ４ ８ ではDIP-SWの １ － ６ の何れかを Ｏ Ｎに設定し ます。 それぞれの Ｉ ／

Ｏ配置は Ｊ ２ ， Ｊ ４ ピ ンアサイ ン表の通 り です。

RA8: SIPｿｹｯﾄ 入力ポー ト を二線式センサに対応させる ための抵抗アレ イ用です。

アンプ内蔵型二線式センサを使用する時、２ ．７ ｋ Ω １ ／ ４ Ｗ程度の抵抗を実装し

て下さい。

２）概　説

Ｍ Ｉ Ｏ － ２ ４ ８ は、 入出力を兼ね備えたフ ォ ト カプ ラ使用の絶縁型 Ｉ ／ Ｏ ボード で主に出力ポー ト の追加

に使用し ます。 出力ポー ト は ２ ４ 点で Ｔ Ｌ Ｐ － ６ ２ ７ （Ｄ Ｃ ３ ０ ０ Ｖ， １ ５ ０ ｍ Ａ最大定格） を使用し てい

ます。 Ｊ ２ に接続されているのは、 こ のフ ォ ト カプラのコ レ ク タ側で、エ ミ ッ タ側は共通グ ラ ン ド と なって

います。 通常のオープン コ レ ク タ出力 と し て使用し て く だ さい。

入力側は、Ｍ Ｐ Ｃ標準入力で ８ 点用意されています。入力ポー ト の番号は出力ポー ト の １ － ８ と同じ番号で

読み出すこ と ができ ます。

入力番号 出力番号 DIP-SW

 MPC-816
 MIF-816
 MIO-816#1
 MIO-816#2
 MIO-816#3
 MIO-816#4
 MIO-816#5
*MIO-816#6
*MIO-816#7
*MIO-816#8
*MIO-816#9
*MIO-816#10
*MIO-816#11

  0～15
 16～31
 32～47
 48～63
 64～79
 80～95
 96～111
112～127
128～143
144～159
160～175
176～191
192～207

 0～7
 8～15
16～23
24～31
32～39
40～47
48～55
56～63
64～71
72～79
80～87
88～95
96～105

　なし
　なし
01010000
01001000
01000100
01000010
01000001
10100000
10010000
10001000
10000100
10000010
10000001

M
IO

-248K
 CEP-058B

   A
C

C
EL CO

R
P.

J1

J2

J3

DIP1

RA8
J4

ON
1 2 3 4 5 6 7 8

ON

1 2 3 4 5 6 7 8

ON
1 2 3 4 5 6 7 8

ON

1 2 3 4 5 6 7 8

ON
1 2 3 4 5 6 7 8

ON

1 2 3 4 5 6 7 8

ON
1 2 3 4 5 6 7 8

ON

1 2 3 4 5 6 7 8
ON

1 2 3 4 5 6 7 8

ON
1 2 3 4 5 6 7 8

ON

1 2 3 4 5 6 7 8

表のDIP-SW　0がOFF 1がON
※ MIO-816#6 ～ #11 までは拡張領域です。

サポー ト ソ フ ト は、 Pモー ド のRev-3.21

よ り です。（ ９ ２ 年 １ １ 月以降出荷）それ

以前の版ではサポー ト されていません。

又#6～#11での112～207までの入力ポー

ト は MIO-248 と 同一の配置 と な るので

コマン ド によ り 選択し ます。コマン ド は

MIOです。
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３）ＭＩＯ－２４８ピンアサイン表

J2,J4 J3

J2-25 J4-15,16 +DC J2 HIF3BA-26PA-2.54DS

J2-26 J4-13,14 GND J4 HIF3BA-16PA-2.54DS

☆ OFFSET=(DIPSW#-1)×24  !OFFSET=(DIPSW#-1)× 3  （出荷デフ ォル ト では、DIPSWは1がONと なってい

るので、ON/OFFでは112-135，SWでは112-119が割 り 当て られます。IN,OUT関数では、14番目から です。）

・ Ｉ ／Ｏ制御用電源コネ ク タの電源容量はピンあた り １ ． ５ Ａです。 従って、 Ｍ Ｉ Ｏ－ ２ ４ ８ のポー ト をす

べて出力で使用する場合には １ ポー ト あた り ８ ０ ｍ Ａ を越えないよ う に使用し ます。

・ Ｍ Ｉ Ｏ － ２ ４ ８ がサポー ト されているのはモニ タバージ ョ ン ｍ ４ ０ １ の表示のあ る Ｍ Ｐ Ｃ から です。

ｍ ４ ０ １ ではＭ Ｉ Ｏ－ ２ ４ ８ は自動判別されますので、お手持ちのＭ Ｉ Ｏ－ ２ ４ ０ を従来どお り の方法で

使用する こ と も でき ます。

・ Ｍ Ｉ Ｏ－ ２ ４ ８ は ２ ４ ０ と 完全互換ではあ り ません。 ８ ２ ５ ５ の廃品に と も な う 、 相当品です。 ８ ２ ５ ５

自体の機能を使用し ていた場合は、 今後、 対応でき な く な り ます。

出力ピン 入力ピン ON/OFF,SW() OUT,IN() J3-01 +DC
J2-01 J4-01 112+OFFSET 14+!OFFSET J3-02 NC
J2-02 J4-02 113+OFFSET 14+!OFFSET J3-03 GND
J2-03 J4-03 114+OFFSET 14+!OFFSET J3-04 NC
J2-04 J4-04 115+OFFSET 14+!OFFSET
J2-05 J4-05 116+OFFSET 14+!OFFSET
J2-06 J4-06 117+OFFSET 14+!OFFSET
J2-07 J4-07 118+OFFSET 14+!OFFSET
J2-08 J4-08 119+OFFSET 14+!OFFSET
J2-09 120+OFFSET 15+!OFFSET
J2-10 121+OFFSET 15+!OFFSET
J2-11 122+OFFSET 15+!OFFSET
J2-12 123+OFFSET 15+!OFFSET
J2-13 124+OFFSET 15+!OFFSET
J2-14 125+OFFSET 15+!OFFSET
J2-15 126+OFFSET 15+!OFFSET
J2-16 127+OFFSET 15+!OFFSET
J2-17 128+OFFSET 16+!OFFSET
J2-18 129+OFFSET 16+!OFFSET
J2-19 130+OFFSET 16+!OFFSET
J2-20 131+OFFSET 16+!OFFSET
J2-21 132+OFFSET 16+!OFFSET
J2-22 133+OFFSET 16+!OFFSET
J2-23 134+OFFSET 16+!OFFSET
J2-24 135+OFFSET 16+!OFFSET

TLP627

6.8K

GND
+DC 電源コネクタ

J2

J4

J3

入力ポート

出力ポート

MIO-248K

TLP521

SIPｿｹｯﾄ

RA7

    J2 のピン配置

 1   2
 3   4
 5   6
 7   8
 9  10
11  12
13  14
15  16
17  18
19  20
21  22
23  24
25  26

▼

ｷｰ

    J4 のピン配置

 1   2
 3   4
 5   6
 7   8
 9  10
11  12
13  14
15  16

▼

ｷｰ
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６．８　ＭＰＧ－３０３Ｆ

１）ＭＰＧ－３０３各部の名称と役割

添付品

① コネ ク タ(HIF-3BA-16D-2.54R) ﾋﾛｾ × ２

② 電源コネ ク タ(H4P-SHF-AA) × １

③ コ ン タ ク ト (BHF-001T-0.8SS) × ４

LED2(緑): パワーオン時点灯し、 動作中消灯し ます。

LED1(赤): 動作中、 も し く はエラー停止し た場合に点灯し ます。

LED3-10(緑): パルス発生表示です。 Ｊ 4コネ ク タ側か らXCW,XCCW,YCW,YCCW,UCW,UCCW,ZCW,ZCCW

と 配置されてお り 、 点灯中はパルス信号が出力されています。

J2: 原点入力。 ８ 点の入力ポー ト で原点センサ用です。 こ のポー ト を使用するには Ｊ ３ への給電

が必要です。

J3: 原点入力パルス出力用電源

J4: パルス出力。 フ ォ ト カプ ラ を介し て内部回路と 絶縁されています。

J5: バス コネ ク タ実装パターン。 こ こ にピンヘッ ダを実装し た タ イプ (MPG-303F-C) は直接

MPC-816に組み合わせる こ と ができ ます。

RA10: パルス出力 ［＋ ５ ］ 側のシ ャ ン ト 抵抗です。 必要に応じ て変更し て く だ さ い。 工場出荷時に

１ ０ ０ Ωが挿入されています。

RA1: センサ入力用のシ ャ ン ト 抵抗です。 必要に応じ て変更 し て く だ さ い。 工場出荷時には ６ ．

８ ＫΩが挿入されています。

RA7 ： 入力ポー ト を ２ 線式センサに対応させる ための抵抗アレ イ用 Ｓ Ｉ Ｐ ソ ケ ッ ト です。アンプ内

蔵型 ２ 線式センサを使用する時、 ２ . ７ ＫΩ １ ／ ４ Ｗ程度の抵抗を実装し て く ださ い。

BAT: Ｍ Ｐ Ｇの加減速データ等をバッ ク ア ッ プする リ チウ ム電池です。 CR2032(maxell)相当品。

DSW1: Ｐ Ｇ番号( １ ～ ３ )を設定し ます。 出荷時は １ (PG 1)。

F1: こ こ に ヒ ューズを実装する と 電源コネ ク タ ( Ｊ ３ )の ２ 番ピ ンに Ｉ / Ｆ 用 Ｄ Ｃ ５ Ｖ を供給し ま

す。 ド ラ イバの入力 Ｉ / Ｆ が Ｔ Ｔ Ｌ ,Ｃ-ＭＯ Ｓ レベルで Ｄ Ｃ ５ Ｖ を必要 とする場合に使用で

き ます。 出荷時は未実装です。

F2: こ こ に ヒ ューズを実装する と 原点入力コネ ク タ( Ｊ ２ )の ９ , １ ０ 番ピンに Ｉ / Ｆ 用Ｄ Ｃ ５ Ｖ を

供給し ます。 １ ３ , １ ４ 番ピンの Ｇ Ｎ Ｄ と 組み合わせて Ｄ Ｃ ５ Ｖ 駆動のモータ ド ラ イバへ最

大 １ ０ ０ ｍ Ａ程度の電源を供給する こ と ができ ます。

２）概　説

Ｍ Ｐ Ｇ － ３ ０ ３ は、 独立 Ｃ Ｐ Ｕ を備えたパルス発生専用ボー ド です。 ステ ッ プモータ対応のＭＯ Ｄ Ｅ ５ と

サーボ対応のＭＯ Ｄ Ｅ ６ があ り 、 ３ 枚までＭ Ｐ Ｇ－ ３ ０ ３ を制御する こ と ができ ます。

MPG-303F
CEP-096B
ACCEL CORP.

J5
LED1
LED2

LED3

LED10

～
J4

J2

J3

F1

F2

RA1,7

RA10

DSW1
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３）外部との接続

パルス出力ポート

パルス出力ポー ト は次の通 り です。

J4

最高設定速度とパルス幅及びパルスレートの表

Ｍ Ｐ Ｇのパルス幅はソ フ ト 出力のための各モー ド によ って次の様に相違があ り ます。

パルスはオン時間が一定でパルス間隔が変化し ます。 デューテ ィ 比は最大パルス レー ト 発生時の場合です。

次の表はＡ Ｃ Ｃ Ｅ Ｌ 設定値 と パルス レー ト の関係です。

原点復帰

原点センサの接続

J2

 1
 3
 5
 7
 9
11
13
15

[+5]
[+5]
[+5]
[+5]
[+5]
[+5]
[+5]
[+5]

 2
 4
 6
 8
10
12
14
16

XCW
XCCW
YCW
YCCW
UCW
UCCW
ZCW
ZCCW

こ のパルス出力ポー ト は、 パルス列フ ォ
ト カプ ラ入力タ イプの ド ラ イバを想定し
ています。 論理素子入力タ イプの ド ラ イ
バへの接続では、 必ずフ ォ ト カプ ラ を介
し て下さ い。

モード パルス幅 デューティ比 最大パルスレート
5
6

20μsec
4.2μsec

50%以下 1)
50%以下

29.0kpps
56.3kpps

 1)但し、 Ａ Ｃ Ｃ Ｅ Ｌ 　 ２ ５ ０ ０ ０ 以下の場合

ACCEL
n

MOVE 5 MOVE 6   MOVE 6では2kpps以下のパルス出力は出来ません。 (高速タ イプ)

  前記のパルス レー ト の測定は、 RMOV 30000,20000によ って、 JOGは

  JOG L,Iによ って実施し ま し た。 Lの値は

      L＝A/10 （も しLが2040を越えた らLを2040 と し ます）

  又、 原点復帰のSHOMの3番目の引数Sと

  ス ピード は次表の通 り です。

  注)SHRDは4に設定されているものとする

単位:pps

MOVE JOG MOVE JOG
50000
45000
40000
35000
30000
25000
20000
15000
10000
 8000
 4000
 2000

--
--
--
--
29.0
26.5
21.1
15.7
10.4
 8.2
 4.1
 2.0

--
--
--
--
13.7
12.0
 8.9
 6.2
 3.9
 3.0
 1.4
 0.7

56.3
51.6
44.2
38.6
32.5
26.8
21.3
15.8
10.3
 8.2
 4.1
 2.3

14.6
13.7
12.0
10.8
 9.3
 7.9
 6.4
 4.9
 3.3
 2.6
 1.3
 0.8

パルス幅 20μsec 4μsec

 1
 3
 5
 7
 9
11
13
15

XS1
YS1
US1
ZS1
(+5V)

GND
+DC

 2
 4
 6
 8
10
12
14
16

XS2
YS2
US2
ZS2
(+5V)

GND
+DC

※9,10番ピン+5VはF2実装時のみ

 
 

RA10 

X～Z 

(+5) 

ＲＡ１０は１００Ωの抵抗アレイが標準実装されてい
ます。調整の必要がある場合は、ＳＩＰソケットより
抵抗アレイを外して交換します。 

内部
電源 

ﾌｫﾄｶﾌﾟﾗ 

表示用 

(J3-3 GND) 

 
外部回路 

ＭＰＧ内部 
フォトカプラ ＴＬＰ－５５２，５５０等 

＊この間を引き延ばさないこと 

＊引き延ばす場合はＰＩＦ－４２２を用いて下さい。 

MOVE 5,6
AXIS XY/ZU
S=0
S=100
S=200
S=400
S=800
S=1000

4.3K
353
184
 94
 47
 38 単位:pps

 ＋ＤＣ 

ＧＮＤ 

抵抗アレイ ＲＡ１ 
６．８ｋ 

Ｓ１，Ｓ２（ＸＳ～ＺＳ）

注）ＧＮＤはＪ３－３ 
  ＋ＤＣはＪ３－１に同じ 
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原点センサの入力は各軸に対し て ２ 点で ４ 軸分、 計 ８ 点あ り ます。 センサの入力は前記回路図のよ う に＋

Ｄ Ｃ から抵抗アレ イ を介し て給電されています。 こ の時の抵抗アレ イは出荷状態で ６ ． ８ ｋ Ω と なってお

り 、＋Ｄ Ｃは １ ２ Ｖ～ ２ ４ Ｖ を想定し ています。 ５ Ｖ で使用の場合は抵抗アレ イ を ２ ｋ Ω程度に変更し て下

さ い。 抵抗アレ イは Ｓ Ｉ Ｐ ソ ケ ッ ト に実装されている ために交換は容易です。 尚、 原点復帰コマン ド

Ｈ ＯＭＥ はこ の Ｊ ２ の １ ～ ８ を入力ポー ト と みな し ます。 例えば Ｘ Ｓ １ ， Ｙ Ｓ １ が Ｏ Ｎ で停止の場合は

Ｈ ＯＭＥ 　 ５ です。

４）ソフトサポート

マルチタスクとＭＰＧ

TASK0 通常のプロ グ ラ ミ ングモード では Ｔ Ａ Ｓ Ｋ ０ のみが動作し ています。 Ｔ Ａ Ｓ Ｋ ０

では Ｐ Ｇ コマン ド によ り ３ つのＭ Ｐ Ｇのいずれかを選択でき ます。

Ｐ Ｇ 　 １ 　 　 Ｄ Ｓ Ｗ １ で＃ １ に設定されているＭ Ｐ Ｇ

Ｐ Ｇ 　 ２ 　 　 Ｄ Ｓ Ｗ １ で＃ ２ に設定されているＭ Ｐ Ｇ

Ｐ Ｇ 　 ３ 　 　 Ｄ Ｓ Ｗ １ で＃ ３ に設定されているＭ Ｐ Ｇ

TASK1,2,3 ＃ １ のＭ Ｐ Ｇ をア ク セス し ます。

TASK4,5,6,7 ＃ ２ のＭ Ｐ Ｇ をア ク セス し ます。

TASK8,9,10,11 ＃ ３ のＭ Ｐ Ｇ をア ク セス し ます。

又、 テ ィ ーチングモー ド （ 　 Ｔ Ｅ Ａ Ｃ Ｈ 　 ｏ ｒ 　 Ｔ 　 ） では ３ つのＭ Ｐ Ｇ を選択し てテ ィ ーチングする こ と

ができ ます。 切 り 換えは＜ Ｔ Ａ Ｂ ＞キーです。 選択された Ｐ Ｇ 番号の表示は行の頭に表示されます。 尚、

Ｍ Ｐ Ｇ－ ３ ０ ３ を最初に使用する時は次の手順に心がけて下さ い。

10 PG 1 ボード選択
20 OVRUN 0 オーバラン設定
30 MODE 5 モード設定
40 ACCEL 30000 加減速設定

こ こ では、 Ｐ Ｇの選択、 オーバラ ンの ク リ ア、 モー ド の選択、 ア ク セル設定 と 順を追っています。 例えば、

Ｏ Ｖ Ｒ Ｕ Ｎが異な る値で設定されている と、パルス発生コマン ド を実行し な く な り ますし、ＭＯ Ｄ Ｅ切 り 換

えを Ｐ Ｇ選択前に実施し て も無意味にな り ます。

オーバーラン

Ｍ Ｐ Ｇにはオーバーラ ン入力はあ り ません。オーバーラ ンのサポー ト は、Ｍ Ｉ Ｆ － ８ １ ６ の入力ポー ト ２ ４

～ ３ １ の ８ bitで使用する こ と ができ ます。オーバーラ ンを有効 とするには、Ｏ Ｖ Ｒ Ｕ Ｎ コマン ド を実行する

必要があ り ます。

OVRUN &H0101 IN24がOFFで非常停止
OVRUN &H0002 IN25がONで非常停止
OVRUN &HFF03 IN24,IN25どちらかがOFFとなれば非常停止

Ｏ Ｖ Ｒ Ｕ Ｎ  ＆Ｈ■■□□ 　 　 　 ■■□□はそれぞれ １ byteのヘキサ表現

 ■■ 　 論理指定  □□ 　 マス ク指定

入力ポー ト ２ ４ ～ ３ １ の読み取 り データ を Ｉ Ｎ （ ３ ） と すればＯ Ｖ Ｒ Ｕ Ｎの有効は次の演算で決ま り ます。

j=(IN(3) XOR ■■） AND □□　

Ｊ の値が ０ であれば停止し ません。 Ｊ の値が ０ でなければ非常停止 と な り 、動作中で もパルス発生は停止し

ます。尚、 Ｏ Ｖ Ｒ Ｕ Ｎはイ ン タプ リ タの実行を止めて し ま う 致命的エラー と し て扱われています。 ソ フ ト に

よ るエラー処理を必要と する場合はＯ Ｖ Ｒ Ｕ Ｎ を使用し ないで下さい。
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６．９　ＭＰＧ－３０１

１） ＭＰＧ－３０１各部の名称と役割

添付品

① コネ ク タ(HIF-3BA-16D-2.54R) ﾋﾛｾ × ２

② 電源コネ ク タ(H4P-SHF-AA) × １

③ コ ン タ ク ト (BHF-001T-0.8SS) × ４

J4: パルス出力、 Ｚ 相入力、 エン コーダー入力です。

J2: 原点入力、 サーボ制御出力などの Ｉ ／Ｏです。

J3: Ｉ ／Ｏ イ ン ターフ ェース電源 （標準 １ ２ ～ ２ ４ Ｖ）

J5: バス コネ ク タ。 Ｍ Ｐ Ｃ と直結する場合は ４ ０ ピン コネ ク タ を実装し て下さ い。

RA8: センサー入力用のシ ャ ン ト 抵抗です。必要に応じ て変更し て く ださ い。工場出荷時には ６ ．

８ ＫΩが挿入されています。

RA3: アンプ内蔵式 ２ 線式センサー対応用の Ｓ Ｉ Ｐ ソ ケ ッ ト です。 使用する場合は ２ ． ７ ＫΩ １

／ ２ Ｗ程度の抵抗アレ イ を挿入し て下さい。

SP1,SP2: Ｍ Ｐ Ｇ－ ３ ０ １ ア ド レ ス設定です。

＃ １ の場合 Ｓ Ｐ １ シ ョ ー ト 　 Ｓ Ｐ ２ シ ョ ー ト

＃ ２ の場合 Ｓ Ｐ １ シ ョ ー ト 　 Ｓ Ｐ ２ オープン

＃ ３ の場合 Ｓ Ｐ １ オープン 　 Ｓ Ｐ ２ シ ョ ー ト

＃ ４ の場合 Ｓ Ｐ １ オープン 　 Ｓ Ｐ ２ オープン

LED11,LED12: 電源モニ ター LED11 　 内部 ５ Ｖ LED12 　 Ｉ ／Ｏ イ ン ターフ ェース

LED1,LED2: パルス出力モニ ター LED1 　 ＣＷ LED2 　 Ｃ ＣＷ

LED3～LED10: 入力モニ ター

LED3 　 Ｏ Ｒ Ｇ Ｉ LED4 　 Ａ Ｌ Ｍ LED5 　 ＋ Ｓ Ｌ Ｄ LED6 － Ｓ Ｌ Ｄ

LED7 　 Ｉ Ｎ Ｐ LED8 　 ＭＡ Ｒ Ｋ LED9 　 ＋Ｅ Ｌ LED10 －Ｅ Ｌ

２）概　説

Ｍ Ｐ Ｇ－ ３ ０ １ は多機能 １ 軸 Ｐ Ｇボー ド です。 キ ョ ーパル製 高速度 Ｓ 字加減速パルスジ ェネレータ Ｌ Ｓ Ｉ

「Ｘ ３ ２ ０ ２ 」 を搭載し、 最高 １ Ｍ ｐ ｐ ｓ のパルス発生、 Ｓ 字加減速、 連続パルス発生、 途中パルス レー ト

変更、 リ アルタ イ ムカ ウ ン ト 機能など特殊なパルス発生を必要 とする機器の制御に対応し ます。

特　徴

パルス発生 １ 軸差動出力 　 最大 １ Ｍ ｐ ｐ ｓ ～最小 ０ ． １ ｐ ｐ ｓ

Ｚ 相入力 １ チャ ンネル

エン コーダー入力 １ チャ ンネル ２ ク ロ ッ ク， ９ ０ °位相差 ２ 相ク ロ ッ ク 　 １ ， ２ ， ４ 逓倍

制御入力 原点センサー、 ド ラ イバーア ラーム等 　 ８ 点

制御出力 サーボオン、 サーボ ド ラ イバー偏差カ ウ ン タ ク リ ア等 　 ４ 点

Ｍ Ｐ Ｃサポー ト 枚数 ４ 枚 （ ４ 軸）

消費電流 １ ５ ０ ｍ Ａ （Ｄ Ｃ ５ Ｖ）

CEP-070A MPG-301

  ACCEL CORP.

J4

J3

RA8

J2

J5

LED3～10

LED11,12
LED1,2

SP2
SP1

RA3X3
20
2
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３）ＭＰＧ－３０１ピンアサイン表

J4 J2 J3

４）Ｘ３２０２について （X3202 ﾕｰｻﾞｰｽﾞﾏﾆｭｱﾙ 「はじめに」から）

Ｘ ３ ２ ０ ２ はパルス列入力型サーボモーター及びステ ッ プモーターの速度制御 と位置決め制御を目的と す

るパルス発生 Ｌ Ｓ Ｉ です。内部構造は、 Ｓ 字または直線加減速パルス発生器、台形または三角駆動の自動減

速点算出器、 現在位置カ ウ ン タや偏差カ ウ ン タ と し て使用でき るマルチカ ウ ン タ と エン コーダ入力の ２ 相

ク ロ ッ ク コ ンバータ、原点復帰センサーイ ン ターフ ェース、 リ ミ ッ ト センサーイ ン ターフ ェース、サーボ ド

ラ イバーイ ン ターフ ェース、 ８ ビ ッ ト 汎用入力 と ８ ビ ッ ト 汎用出力を備えています。 （Ｍ Ｐ Ｇ－ ３ ０ １ では

汎用入出力は使用でき ません）

５）ＭＰＣのコマンドサポート

Ｍ Ｐ Ｇ－ ３ ０ １ の駆動には専用のコマン ド と 関数を用います。

基本的な駆動手順

1. 加速レー ト 、 パルス レー ト 、 出力パルス数などの必要なデータ を 「 Ｓ Ｔ＿Ｒ Ｅ Ｇ」 で Ｘ ３ ２ ０ ２ のレジ

ス タに設定し ます。

2. 「ＣＭＮ Ｄ」 で Ｘ ３ ２ ０ ２ のコマン ド を実行し ます。

3. 駆動中にレジス タの内容を変更し てパルス レー ト を変化させた り 、 センサーやコマン ド によ る停止が可

能です。内部パルスカ ウ ン ト やエン コーダーカ ウ ン ト を知るには 「Ｒ Ｅ Ｇ」 でカ ウ ン タ Ａ レジス タ を読込

みます。

4. 実行後、 「Ｒ Ｅ Ｇ」 で動作状態ステータ ス レジス タ を読込み、 動作完了を待ちます。

 1
 3
 5
 7

CW(+)
CCW(+)
EZ(+)
CLRA(+)

 2
 4
 6
 8

CW(-)
CCW(-)
EZ(-)
CLRA(-)

 1
 3
 5
 7

ORGI
+SLD
INP
+EL

 2
 4
 6
 8

ALM
-SLD
MARK
-EL

1
2
3
4

+DC
NC
GND
FG

 9
11
13
15

EA1(+)
EA2(+)
EB1(+)
EB2(+)

10
12
14
16

EA1(-)
EA2(-)
EB1(-)
EB2(-)

 9
11
13
15

SON
ERROR
GND
+DC

10
12
14
16

CLR
MOVE
GND
+DC

ST_REG 種別 ： コマン ド REG,REG3 種別 ： 関数 CMND 種別 ： コマン ド

書式 ST_REG reg data

 reg: MPGア ド レ ス と X3202

のレジス タ ・ カ ウ ン タ

セレ ク ト コード

 data: 設定データ

解説 X3202のレジス タ設定を行い

ます。

書式 REG(reg), REG3(reg)

 reg: MPG ア ド レ ス と X3202 の

レジス タ ・カ ウ ン タセレ ク

ト コード または-1～-4

解説 X3202のレジス タ を読込みます。

-1 ～ -4 の時は動作状態ステータ

ス レ ジ ス タ を 読 込 み ま す。

-1:MPG#1～-4:MPG#4。 REG3は

３ バイ ト 符号拡張読込みで、カ ウ

ン ター値入力に使用し ます。

書式 CMND code

 code: MPGア ド レ ス と X32

02の命令コード

解説 X3202の命令を実行し ます。

regと codeは16進2バイ ト 表記で指定し ます。 上位バイ ト はＭ Ｐ Ｇ－ ３ ０ １ のア ド レ ス(SP1,SP2で設定）、 下位バイ

ト はレジス タ/カ ウ ン タセレ ク ト コードおよび命令コード です。 MPGア ド レ ス を省略する と MPG#1に対し て有効

にな り ます。

     &Haaxx  aa:MPGア ド レ ス &H01～&H04  xx:セレ ク ト コード

          例)   ST_REG &H0201 1000  ←MPG#2のレジス タ01に1000を代入

SN75158

TLP2630

TLP521

+DC RA8

TLP627

GND

ﾊﾟﾙｽ出力

EZ,CLRA
EA,EB 入力

入力(1～8)

出力(9～12)

+
-TLP2630

+
-
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プログラム例

イ ンデッ ク ス駆動 直線加減速

ST_REG &H0100,250 周波数倍率
ST_REG &H0101,1000 出力ﾊﾟﾙｽ数
ST_REG &H0103,100 起動周波数
ST_REG &H0104,2000 最高周波数
ST_REG &H0105,100 加速ﾚｰﾄ
ST_REG &H0106,100 減速ﾚｰﾄ
CMND &H01A0 動作完了ﾌﾗｸﾞﾘｾｯﾄ
CMND &H0100 ｲﾝﾃﾞｯｸｽ駆動(+)実行
WAIT REG(-1)=&H20 動作完了待ち

イ ンデッ ク ス駆動 Ｓ 字加減速

ST_REG &H0100,250
ST_REG &H0101,10000
ST_REG &H0103,100
ST_REG &H0104,2000
ST_REG &H0105,100
ST_REG &H0106,100 減速ﾚｰﾄ
ST_REG &H0107,2000 S字加減速区間
ST_REG &H0160,&H10 動作ﾓｰﾄﾞ=S字加減速ﾓｰﾄﾞ
CMND &H01A0
CMND &H0100
WAIT REG(-1)=&H20

連続駆動 途中パルス レー ト 変更

ST_REG &H0100,250
ST_REG &H0103,100
ST_REG &H0104,1000
ST_REG &H0105,100
ST_REG &H0106,100
CMND &H01A0
CMND &H0106 連続駆動(+)
INPUT A FTM Enterｷｰ待ち
ST_REG &H0104,2000 最高周波数変更
INPUT A FTM Enterｷｰ待ち
CMND &H0131 減速停止ｺﾏﾝﾄﾞ

ロータ リ ーエン コーダーカ ウ ン ト

ST_REG &H0151,&H03 2相ｸﾛｯｸ1逓倍
ST_REG &H0152,&H02 ｶｳﾝﾀA=ﾁｬﾝﾈﾙ1
CMND &H0150 ｶｳﾝﾀﾘｾｯﾄ
*LOOP
E=REG(&H0121) ｶｳﾝﾀA読み込み
PRINT E
TIME 50
GOTO *LOOP

６）駆動例

【引用文献】 本 ド キ ュ メ ン ト 作成にあた り  キ ョ ーパル Ｘ ３ ２ ０ ２  ユーザーズマニ ュ アル を引用し ま し た。

MARK

ｲﾝﾃﾞｯｸｽ駆動
直線加減速

連続駆動
加減速 有/無

途中ﾊﾟﾙｽﾚｰﾄ
変更

ｾﾝｻｰによる
位置決め

EZ

ORGI,EZ による
原点復帰
ORGI INT

ｴﾝｺｰﾀﾞｰｶｳﾝﾄ
による停止

ｲﾝﾃﾞｯｸｽ駆動
S字加減速

Time

Speed
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６．１０　ＭＢＫ－８１６

１）ＭＢＫ－８１６各部の名称と役割

添付品

② 電源コネ ク タ(H4P-SHF-AA) × １

③ コ ン タ ク ト (BHF-001T-0.8SS) × ４

J4: 通信ポー ト です。 Ｃ Ｈ ０ は保守用、 Ｃ Ｈ １ はデジ タルＧ Ｐ シ リ ーズ と 接続し ます。

J2: オプシ ョ ンの ７ セグ メ ン ト 表示器を接続する コネ ク タです。

J3: イ ン ターフ ェース電源 （ １ ２ ～ ２ ４ Ｖ）

J5: バス コネ ク タ。 Ｍ Ｐ Ｃ－ ８ １ ６ と 接続し ます。

SP1: Ｃ Ｈ ０ の受信ポー ト Ｒ Ｓ － ２ ３ ２ Ｃ ／ Ｒ Ｓ － ４ ２ ２ 切 り 替えです。 （出荷時は ２ － ３ シ ョ ー ト

で Ｒ Ｓ － ２ ３ ２ 仕様）

LED1(緑): 動作中点滅し ます。

LED2(赤): エラー時点灯または点滅し ます。

２）概　説

ＭＢ Ｋ－ ８ １ ６ はＭ Ｐ Ｃ－ ８ １ ６ と㈱デジ タル製タ ッ チパネル 「Ｇ Ｐ シ リ ーズ」 のイ ン ターフ ェースボー ド

です。 通信を意識し ないプロ グ ラ ムで容易にタ ッ チパネルの制御ができ ます。

特　徴

ＭＢ Ｋ～Ｇ Ｐ 通信 ： Ｒ Ｓ － ４ ２ ２ 仕様、 ３ ８ ４ ０ ０ ｂ ｐ ｓ 、松下 MEWNET-FPプロ ト コル(準拠)によ る ダ イ

レ ク ト ア ク セス。

Ｍ Ｐ Ｃプロ グ ラ ム ： 標準の Ｉ ／Ｏ コマン ド （ON,OFF,SW()等） で全てを制御し ます。

※ 「ＭＢ Ｋ－ ８ １ ６ 」 の詳細は 「MBK-816 製品別マニ ュ アル」 をご覧下さ い。

J2

J3

J4

J5

LED2
LED1

CEP-072A MBK-816
  ACCEL CORP.
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６．１１　Ｉ／Ｏマップ図

ＳＰ　 アドレス　　ボード　　　機　能
          7CH                入力ﾎﾟｰﾄ
MIO       7DH     MIO-816    出力ﾎﾟｰﾄ
#11       7EH                入力ﾎﾟｰﾄ
          7FH                出力ｲﾈｰﾌﾞﾙ
          80H                PORT A
SP1       81H     MIO-248    PORT B
          82H                PORT C
          83H                出力ｲﾈｰﾌﾞﾙ
          84H
SP2       85H     MIO-248 　
          86H
          87H
          88H
SP3       89H     MIO-248 　
          8AH
          8BH
          8CH
SP4       8DH     MIO-248 　
          8EH
          8FH
          90H
SP5       91H     MIO-248 　
          92H
          93H
          94H
SP6       95H     MIO-248 　
          96H
          97H
          E8H
                   
          EFH
          F0H
SP1       F1H
          F2H
          F3H
          F4H
SP2       F5H
          F6H
          F7H
SP1       FFH    MPG-303 #1  ﾊﾟﾙｽ発生ﾎﾞｰﾄﾞ
          FEH
SP2       FDH    MPG-303 #2  ﾊﾟﾙｽ発生ﾎﾞｰﾄﾞ
          FCH
SP3       FBH    MPG-303 #3  ﾊﾟﾙｽ発生ﾎﾞｰﾄﾞ
          FAH

【Ｉ／Ｏマップ（０～３ＦＨまではＣＰＵ内レジスタにて使用）】

ＳＰ　 アドレス　　ボード　　　機　能
      3AH 入力 0-7
      3CH(下4bit) 入力 8-11
CPU   38H(上4bit) MPC-816 入力 12-15
      38H(下4bit) 出力 0-3
      3CH(上4bit) 出力 4-7
          40H                ﾊﾟﾙｽ出力ﾎﾟｰﾄ
          50H                入力ﾎﾟｰﾄ
          51H     MIF-816    出力ﾎﾟｰﾄ
          52H                入力ﾎﾟｰﾄ
          53H                出力ｲﾈｰﾌﾞﾙ
          54H                入力ﾎﾟｰﾄ
MIO       55H     MIO-816    出力ﾎﾟｰﾄ
#6        56H                入力ﾎﾟｰﾄ
          57H                出力ｲﾈｰﾌﾞﾙ
          58H
MIO       59H     MIO-816 　
#1        5AH
          5BH
          5CH
MIO       5DH     MIO-816 　
#7        5EH
          5FH
          60H
MIO       61H     MIO-816 　
#2        62H
          63H
          64H
MIO       65H     MIO-816 　
#8        66H
          67H
          68H
MIO       69H     MIO-816 　
#3        6AH
          6BH
          6CH
MIO       6DH     MIO-816 　
#9        6EH
          6FH
          70H
MIO       71H     MIO-816 　
#4        72H
          73H
          74H
MIO       75H     MIO-816 　
#10       76H
          77H
          78H
MIO       79H     MIO-816 　　
#5        7AH
          7BH
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６．１２　アスキーコード表

ｷｬﾗｸﾀ HEX DEC ｷｬﾗｸﾀ HEX DEC ｷｬﾗｸﾀ HEX DEC

NUL
SOH (↑A)
STX (↑B)
ETX (↑C)
EOT (↑D)
ENQ (↑E)
ACK (↑F)
BEL (↑G)
BS  (↑H)
HT  (↑I)
NL  (↑J)
VT  (↑K)
FF (↑L)
CR  (↑M)
SO  (↑N)
SI (↑O)
DLE (↑P)
DC1 (↑Q)
DC2 (↑R)
DC3 (↑S)
DC4 (↑T)
NAK (↑U)
SYN (↑V)
ETB (↑W)
CAN (↑X)
EM  (↑Y)
SUB (↑Z)
ESC
FS
GS
RS
US
SP
!
”
#
$
%
&
’
(
)
*
+

00
01
02
03
04
05
06
07
08
09
0A
0B
0C
0D
0E
0F
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
1A
1B
1C
1D
1E
1F
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
2A
2B

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43

,
-
.
/
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
:
;
<
=
>
?
@
A
B
C
D
E
F
G
H
I
J
K
L
M
N
O
P
Q
R
S
T
U
V
W

2C
2D
2E
2F
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
3A
3B
3C
3D
3E
3F
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
4A
4B
4C
4D
4E
4F
50
51
52
53
54
55
56
57

44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83
84
85
86
87

X
Y
Z
[
¥
]
^
_
`
a
b
c
d
e
f
g
h
i
j
k
l
m
n
o
p
q
r
s
t
u
v
w
x
y
z
{
|
}
～
DEL

58
59
5A
5B
5C
5D
5E
5F
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
6A
6B
6C
6D
6E
6F
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
7A
7B
7C
7D
7E
7F

88
89
90
91
92
93
94
95
96
97
98
99
100
101
102
103
104
105
106
107
108
109
110
111
112
113
114
115
116
117
118
119
120
121
122
123
124
125
126
127
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６．１３　ボード外形図

１）ＭＰＣ－８１６

4-φ
3.5

7.5

5.08

49 52.5 14.5 7 (4.5)

(13.08)116.84±0.1

135

5.08

注）

CEP-021

ROUND
φ
8

(23.8)
58.4±

0.1
17.78

100

17.78
47.5

1.6

注）ＰＣＢ後端のパイロットホールにはスペーサ用スペースがありません。
ここで固定する場合は、樹脂スペーサを使用して下さい。
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２）ＭＩＦ－８１６・ＭＩＯ－８１６

注 １ )パイ ロ ッ ト ホールPH(A),(B)にはスペーサ用スペースがあ り ません。 こ こ で固定する場合は、樹

脂スペーサを使用し て下さい。

注 ２ )Ｍ Ｉ Ｆ － ８ １ ６ Ｋ Ｆ にPH(A)はあ り ません。

注 ３ )Ｍ Ｉ Ｆ － ８ １ ６ Ａ ＤにPH(A),(B)はあ り ません。

注 ４ )Ｍ Ｉ Ｏ－ ８ １ ６ Ｋにコネ ク タ Ｊ ５ はあ り ません。

 

67 

5.08 

PH(B) 

4-φ
3.5 

7.5 

5.08 

48.75 63.25 (15.5) 

(13.08) 116.84±0.1 

135 

(8.8) 
58.4±

0.1 
17.78 

85 

17.78 
47.5 

1.6 

ROUNDφ
8 

76 

1 番ピン 

PH(A) 

Ｊ５ 
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３）ケースＥ

４）ケースＢ

 

14 

27.5 
50 

27.5 

2-M3 

2-M3 

16 

100 

2.5 

37 

27.5 
50 

27.5 

2-M3 

14 

140 

105 

27.5
50

27.5

2-M3

2-M3

16

100

2.5

27.5
50

27.5

2-M3

20140

105
29

16
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５）フランジＨ

６）フランジＤ

165

32.5 100±0.2 (32.5)

9.5 9.5

4-R

R2

2-φ
3.5

4

(25)

12 .5(12.5)
(2)

130

40 50±0.2 (40)

9.5 9.5

4-R

R2

4-φ
3.5

4

(25)
(17.5)

(10)

(2)

10
5 7.5
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６．１４　ＭＰＣ－ＲＡＣＫ外形図

１）ＲＡＣＫ－Ａ

 

32 12.7 12.7 6.6 

4-M3 

15
8 

10
5 

26
.5
 

85 

76 

65 
108 
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２）ＲＡＣＫ－Ｂ

108

4-M3

15
8

10
5

26
.5

136

126

116

32 6×12.7＝76.2

12.7
7.8
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３）ＲＡＣＫ－Ｃ

108

238

158

10526.5

232

218

4-M3

32

12.7

7.8
14×

12.7＝
177.8
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６．１５　ＭＰＣ－８１６＋ＭＩＦ－８１６ＡＤ　ＳＥＴ組立図

Ｍ Ｐ Ｃ－ ８ １ ６ ＋Ｍ Ｉ Ｆ － ８ １ ６ Ａ Ｄのセ ッ ト は、 以下のよ う な作業がお客様で必要です。

① Ｍ Ｐ Ｃ－ ８ １ ６ にナイ ロ ン スペーサをつける

② Ｍ Ｐ Ｃ－ ８ １ ６ を上、 Ｍ Ｉ Ｆ － ８ １ ６ Ａ Ｄ を下にし て Ｊ ５ 挿入の上、 重ねる。 こ の時、 Ｊ ５ の反対側は

①で付けた付属のナイ ロ ン スペーサでＭ Ｉ Ｆ を固定。

③ 組み合わせたボード をケース Ｅ に挿入しナ

イ ロ ン ロ ッ ク で固定し て抜けない様にする。

（ケース背面内側にはナイ ロ ン ク ラ ンプを貼

り 直接ボー ド と ケ ー ス が あ た ら な い様に

なってお り ます。） フ タ を閉めてネジで止め

て下さ い。

☆ご注文頂 く 物Ｍ Ｐ Ｃ－ ８ １ ６ 、 Ｍ Ｉ Ｆ － ８ １ ６ Ａ Ｄ、 ケース Ｅ

ケース Ｅ添付品

ガ イ ド レール ＊ ２ 　 （ケースに取付け済）

ナイ ロ ン ク ラ ンプ ＊ １ 　 （ケースに取付け済）

ナイ ロ ン スペーサ ＊ ２ 　 （Ｍ Ｉ Ｆ － ８ １ ６ Ａ Ｄの添付品）

ナイ ロ ン ロ ッ ク ＊ １

ネジ ＊ ２

 MPC-816 MIF-816AD 

MPG-916F
CEP-080
ACCEL CORP.

 

 

ＭＩＦ－８１６ＡＤ 

ＭＰＣ－８１６ 

J5 

ナイロンスペーサ 

 

MIF-816AD 

ネジ 

ネジ 

ナイロンロック 

ナイロン 
クランプ 

MPC-816 
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６．１６　ＭＰＣ－８１６＋ＭＰＧ－３０１　ＳＥＴ組立図

☆MPG-303はユーザーでの実装 ・ 組み立てが不要にな り ま し た。

これまでユーザー実装と なっていたMPG-303 J5 のピンヘッ ダを実装し た製品を用意し ま し た。 (型式

MPG-303C)。 また、 MPC-816と 組み合わせてケースEに入れた製品も あ り ます(型式 MPC-SET(303))。

MPG-301、 MIO-248は従来通 り ユーザー実装 ・ 組み立てです。

Ｍ Ｐ Ｃ－ ８ １ ６ ＋Ｍ Ｐ Ｇ－ ３ ０ １ のセ ッ ト は、 以下のよ う な作業がお客様で必要です。

③ 組み合わせたボード をケース Ｅ に

挿入し ナ イ ロ ン ロ ッ ク で固定し て

抜けない様にする。 （ケース背面内

側にはナ イ ロ ン ク ラ ンプを貼 り 直

接ボー ド と ケースがあた ら ない様

になってお り ます。） フ タ を閉めて

ネジで止めて下さい。

☆ご注文頂 く 物Ｍ Ｐ Ｃ－ ８ １ ６ 、 Ｍ Ｐ Ｇ－ ３ ０ １ 、 ケース Ｅ、 A1-40PA-2.54DSA

ケース Ｅ添付品

ガ イ ド レール ＊ ２ 　 （ケースに取付け済）

ナイ ロ ン ク ラ ンプ ＊ １ 　 （ケースに取付け済）

ナイ ロ ン スペーサ ＊ ２

ナイ ロ ン ロ ッ ク ＊ １

ネジ ＊ ２

 

CEP-070A MPG-301

  ACCEL CORP.

J5 
40PIN ピンヘッダ

ＭＰＧ－３０１

 

ＭＰＧ－３０１

ＭＰＣ－８１６

J5 

ナイロンスペーサ

 

① ４ ０ ｐ ｉ ｎ のピンヘッ ダ (A1-40PA-2.54DSA)を Ｊ ５

のスルーホールに挿入しハンダ面か らハンダ付け

② Ｍ Ｐ Ｃ－ ８ １ ６ を上、Ｍ Ｐ Ｇ－ ３ ０ １ を下に

し て Ｊ ５ 挿入の上、 重ねる。 こ の時、 Ｊ ５ の

反対側には付属のナイ ロ ン スペーサで固定。

 

MPG-301 

ネジ

ネジ

ナイロンロック 

ナイロン
クランプ

MP C-816 
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６．１７　ＭＰＣ－８１６＋ＭＩＯ－２４８　ＳＥＴ組立図

Ｍ Ｐ Ｃ－ ８ １ ６ ＋Ｍ Ｉ Ｏ－ ２ ４ ８ のセ ッ ト は、 以下のよ う な作業がお客様で必要です。

③ 組み合わせたボード をケース Ｅ に挿入しナイ ロ

ン ロ ッ ク で固定し て抜けない様にする。（ケース背面

内側にはナイ ロ ン ク ラ ンプを貼 り 直接ボー ド と ケー

スがあた ら ない様になってお り ます。）フ タ を閉めて

ネジで止めて下さい。

☆ご注文頂 く 物Ｍ Ｐ Ｃ－ ８ １ ６ 、 Ｍ Ｉ Ｏ－ ２ ４ ８ 、 ケース Ｅ、 A1-40PA-2.54DSA

ケース Ｅ添付品

ガ イ ド レール ＊ ２ 　 （ケースに取付け済）

ナイ ロ ン ク ラ ンプ ＊ １ 　 （ケースに取付け済）

ナイ ロ ン スペーサ ＊ ２

ナイ ロ ン ロ ッ ク ＊ １

ネジ ＊ ２

① ３ ２ ｐ ｉ ｎ のピ ンヘッ ダを Ｊ ５ のスルーホールに

挿入しハンダ面からハンダ付け

② Ｍ Ｐ Ｃ－ ８ １ ６ を上、Ｍ Ｉ Ｏ－ ２ ４ ８ を下に

し て Ｊ ５ 挿入の上、 重ねる。 この時、 Ｊ ５ の

反対側には付属のナイ ロ ン スペーサで固定。

M
IO

-248K
 C

EP-058B
   A

CC
EL C

O
R

P.

J5

40PIN ピンヘッダを
32PIN にします。
(8PIN 分折る)

ＭＩＯ－２４８

 

ＭＩＯ－２４８

ＭＰＣ－８１６

J5

ナイロンスペーサ

 

MIO-248

ネジ

ネジ

ナイロンロック

ナイロン
クランプ

MPC-816
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６．１８　ケーブル図

MPCと パソ コ ンを接続する純正ケーブルです。基本ケーブルはDOS/V用 と なってお り ますが、25ピ ン変換コ

ネ ク タが付属し てあ り PC98に も そのま ま使用でき ます。

MPC側

SG 1
TX0 2
RX0 3
SG 4

MAN 5
P5 6

PC側

1 CD
2 RXD
3 TXD
4 DTR
5 SG
6 DSR
7 RTS
8 CTS
9 CI

ヒ ロセ HDEB-9S相当

ヒ ロセ

HIF-3BA-10D-2.54C相当

3000mm
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